
北水会記念病院 面会規程 
 

（目的） 

第 1 条 

本規程は、患者及びその家族等との交流の機会を確保し、患者の療養環境及び権利を尊重すると

ともに、安全な医療の提供及び院内感染防止を両立することを目的とする。 

 

（基本方針） 

第 2 条 

面会は、患者の心身の安定、治療意欲の向上及び円滑な退院支援に重要な役割を果たすものであ

ることを踏まえ、患者及び家族等との交流の機会を尊重するものとする。 

感染症の流行その他医療上やむを得ない理由がある場合を除き、必要以上に厳格な面会制限を行

わず、患者への面会を不当に制限しない。 

面会の実施に当たっては、患者の意思及びプライバシーを尊重するとともに、安全な療養環境の

維持に努めるものとする。 

 

（面会時間） 

第 3 条 

面会時間は原則 14 時から 18 時までとする。 

面会時間は原則 15 分以内（個室は 30 分以内）、面会人数は 2 名以内とする。ただし、患者の病

状その他診療上必要な場合はこの限りではない。 

 

（面会対象者） 

第 4 条 

原則として 

・家族  

・親族  

・患者が希望する者  

未成年者については感染状況などにより判断する。 

 

（面会場所） 

第 5 条 

原則として病室またはデイルームなど指定の面会スペースとする。 感染対策上必要な場合は、

面会場所を限定することがある。 

 

 

 



（面会時の遵守事項） 

第 6 条 

面会者は、次に掲げる事項を遵守しなければならない。 

・病棟において所定の面会手続きを行い、面会中は面会証を見やすい位置に着用すること。 

・感染症の流行期その他病院が必要と判断した場合は、マスクを着用すること。 

・面会前後には手指消毒を行うこと。 

・病棟職員の指示に従うこと。  

・病室内及び病棟内での飲食は行わないこと。  

・他の患者の療養環境及びプライバシーに十分配慮すること。 

 

（面会制限を行う場合） 

第 7 条 

次の場合は面会を制限することがある。 

①感染症流行時 

②患者の状態悪化 

③集中治療中 

④医師が必要と判断した場合 

⑤院内感染防止上必要な場合 

制限を行う際は、理由、期間、対象範囲を明確にし、患者・家族に説明を行い、院内掲示等で周

知する。 

面会制限の内容及び解除については、感染対策マニュアル及び感染対策委員会の審議又は ICT

の助言に基づき、院長が決定する。 

 

（周知） 

第 8 条 

本規程は、当院ホームページへの掲載、院内掲示および入院案内への掲載等により、患者、家族

その他来院関係者に周知する。 

 

（改訂） 

第 9 条 

本規程は、感染対策委員会及び医療安全委員会等、管理者が参加する会議において、年 1 回以上 

又は必要に応じて内容を見直し、必要な改訂を行うものとする。 

 

 

 

令和 8 年 6 月 1 日 

 

北水会記念病院 


